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図 (GOTÕ， ENDO 制作)
. SarasvatIの概要
sárasνatï- は文字通りには恐らく「池・湖 (sáras-)を持つ女(形容詞の女性形) J を意味する 。 ア
ラコースィア (Arachosia、現在のカンダハール地方)のイラン名、古ペルシア語 Harαuvatis、新アヴェ
スタ語 haraxvaitï- (アラ コースィアの方言形を反映するものと推定)は同じ語に遡るものと思われる 。
RV 中には、同女神に対し単独で捧げられた讃歌が三篇存在し、単語そのものは派生語も含め全74回
言及される 。 同文献の中では、 SarasvatIは「特定の河JIIJ 及び「それを神格化した存在J として言及さ
れる 。 大量の水が流れる急流として明確に描写され、数多く登場する河川の中でも「最上の河川
(n疆�ama-) J として最大級の賞讃を受ける 。 この川の周辺地域はインドの地に到ったインド・アーリ
ヤ人達にとっての最初の定住地としてイメージされ、今日に至るまでインド世界における謂わば「まほ
ら J としての地位を有し続ける 。
RV 以降の散文文献になると、 祭式の文脈における重要性を増すものの、その一方で河川そのものの




























































た「終着点としての Sarasvatï JI r J と言い換えることができるかもしれない。他方、その後のインド世
界に日を向けるのなら、同河川は「歴史の出発点」であるとも言える。
第 E章各論
RV における Sarasvatï の全用例に関わる網羅的な分析を前提に、各々の用例から看取される同女神の
特徴について 9 つの着眼点を設定し、それぞれを掘り下げて分析した。各項目の概要を以下に提示する。
1. Sarasvat� JI r 





























しての側面も有する。ギリシアの神「パーン (náv) J は共通の語に遡る)、 Marut 達(若い美少年の一
団として描かれる神。モンスーンの雷雨を象徴する)、 Indra (RV で最も人気のある英雄神)、 Sarasvant
(SarasvatIの男性形の対応神格)が挙げられる。
Marut 達と Sarasvati については、「モンスーンの降雨と河水の増大」という自然現象に両者の繋がり
の根底にあるイメージを見出すことができる。他方、 Pü~an 及び Indra との関係性においては、それぞ
れ特定の概念や神話の寓意が看取されるものの、 RV の限定的な記述からそれらの原型を具体的に推断
することは容易ではないo Sarasvant については、名称以外にも SarasvatIと共通点が複数見出されるが、




SarasvatIと共に言及される IRãkã、 Sinïvãlï、 GUÏ1güJ 及び IBrhaddivãJ という、いずれも RV におけ
る用例数が限定されるマイナーな女神について論じた。
Sarasvati は Rãkã、 Sinïvãlï、 GUÏ1gü の三者と共に「神々の姉妹」や IIndra の妻」として言及される o




る。こういった女神達が RV の主要な女神である SarasvatIと共に並置されて「神々の姉妹」等と呼ばれ
ることからは、他部族の神格とヴェーダの神格との融和を試みる意図が示唆されているものと思わ
れる。
他方 SarasvatIは Brhaddivã という存在と共に言及されるが、この語については、特定の女神の名を指
すとも、女神等に対して用いられる形容詞とも解釈でき、一義的な結論の提示は容易ではない。個々の
用例の精査からは、女性達を引き連れる Tva~tr (生物を形作るとされる神。手工業者の姿で描写される)
と ~bhu 三神(高い技術力を持つ工芸神o ~bhuk~an、 Vãja、 Vibhvan の三者で構成される)の対立に纏
わる神話、さらには人間の王 Purüravas と水の精 Urva釘との恋愛を巡る物語との関連性を指摘し得る。
いずれの事例においても、非インド・アーリヤと思しき女性達との結び付きも同時に暗示され、上述の
女神の例のような河川付近の異部族の共同体に帰属する女性達、さらにはそのメタファーとしての「水
たち (ápas、生きている女性達の姿で描かれる。物質としての水、 udán-、 udaká- とは完全に別の存在
として意識される )J を巡る何らかの概念の存在が僅かに見出される。
5. Sarasvatï と思慮、言葉
Sarasvati が有する精神的事項との結びつきについて、「思慮 (dht-、 RV の讃歌を詩作するためのイン
























8. Ãpロ讃歌における Sarasvatï :三女神
本節では、 SarasvatIの祭式の文脈における特徴として、 λprI 讃歌に言及される用例について扱ったo
ãprï- の語義は恐らく「喜ばせて/満足させて、自らの元に引き入れる J である。 λprI 讃歌は主に 11の
詩節で構成されており(一部12及び13詩節からなるものも存在する)、動物犠牲祭 (pasubandhá-) にお
ける 11の前献供 (prajãyá-) の際の献供詩節 G吻アι) として用いられる。
Sarasvatï は λprI 讃歌中の第 8 乃至 9 詩節に登場するが、その際 Igã (1元気づけ、滋養」が原義。バター
オイルを神格化した存在に位置づけられる)と Bhãratï (IBharata 族の女」が原義。 Bharata 族によって
執り行われる祭式を神格化したものと解されることが多いo H�r�- 1注ぎ込み献供」という別名を以て





ターオイル (Igã) の注ぎ込み献供 (Hotrã Bh縒at�) J といった形の儀礼 (Apãm Napãt に関する儀礼がこ
の形式を中心に執り行われる)との聞に関連性を見出すことができるかもしれない。
9. 葬礼讃歌における Sarasvatï
RV X 10-19には葬送儀礼に関する一連の讃歌が収録されているが、ここではそれらの中の Sarasvatï
が言及される一節について扱った。一連の葬礼讃歌中の X 17 7-9において、 Sarasvatï は、 Pü~an に捧げ
-146-




本章では、 RV における SarasvatI が言及される全用例について、解説及び脚注を付した形で提示した。
RV 中に三篇伝承される SarasvatI讃歌を冒頭にて扱い、その後に、他の全ての用例を章ごとに順立てて
掲載した。基本的に SarasvatIという語が現れる讃歌及び詩節のみを掲載した。しかし、河川付近で勃
発した部族聞大抗争の様子を伝える十王戦争の歌 (VII 18) や、詩人 Viれ命nitra と河川との対話讃歌

























女神としての SarasvatIは、 RV の個々の讃歌を構成する言葉 (νac-) を生み出すための元種に相当す
る「思慮 (dhf) J を司る者としても度々描かれる。このイメージは、恐らく SarasvatI川が生活上の種々
の関心事と深い結びつきを持っていたため、詩作を要する機会に富んでいたことに起因する。また、祭
式の文脈においては、 λprI 讃歌及び第 X 巻の葬送儀礼に関する讃歌の二つにおいて登場する。前者に













アーリヤ人の河川観の包括的解明が見込まれる。特に síndhu- (インダス) 11。河川一般を指す普通名詞




他方 RV 以降のヴェーダ文献に目を向けると、マントラやブラーフマナにおいても SarasvatIは引き続



















神プーシャンを伴わせて 洞察を高め危険を避けることを祈願する。また Sarasvati を雷雨の神群マル
トの同僚と呼んで、モンスーンの到来で川が増水することによる豊穣への期待を歌い、さらに SarasvatI
の語形を男性形にした Sarasvant を、膨らんだ乳房もつ男性神とみなして、子孫繁栄の神として讃える。






ヴェーダ内に三つある Sarasvatï 讃歌と、その他の Sarasvatï に関する全詩節を訳出し注記を加えている。
本論文によって、日本での Sarasvatï が「弁才天」と「弁財天」の二通りで表記され、知性の神と富
の神の両面を兼ねている由来が、よどみなく流れ流域に豊穣をもたらす川にリグヴェーダ詩人たちが託
した詩想にまで遡ることが立証された。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。
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